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は
じ
め
に

　
『
儒
林
外
史
』（
全
五
十
五
回注
１）
は
、
清
朝
中
期
、
呉ご

敬け
い

梓し

（
一
七
〇
一
～

一
七
五
四
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
諷
刺
小
説
で
あ
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い

る
の
は
、
隋
代
に
始
ま
り
清
朝
ま
で
続
い
た
官
吏
登
用
試
験
「
科
挙
」
の
制

度
を
め
ぐ
る
諷
刺
の
数
々
で
あ
り
、
科
挙
に
合
格
し
よ
う
と
必
死
に
知
恵
を

絞
り
奔
走
す
る
知
識
人
た
ち
の
腐
敗
し
て
い
く
様
子
で
あ
る
。
知
識
人
の
多

く
は
、
出
世
の
み
を
追
い
求
め
、
そ
の
結
果
、
科
挙
に
ひ
た
す
ら
振
り
回
さ

れ
る
だ
け
の
人
生
を
送
っ
て
い
た
。

　

呉
敬
梓
は
安
徽
省
全
椒
県
の
名
家
の
出
身
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
頭
が

良
く
科
挙
に
志
し
、
二
十
代
前
半
で
秀
才注２に
合
格
し
た
。
し
か
し
、
秀
才
合

格
と
同
じ
年
に
父
が
死
ぬ
と
、
家
計
は
一
気
に
苦
し
く
な
り
、
親
戚
を
交
え

た
財
産
争
い
に
発
展
す
る
。
敬
梓
は
そ
れ
に
対
し
、
酒
や
芝
居
な
ど
で
逆
に

自
ら
家
の
財
産
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
三
十
三
歳
で
故
郷
を

『
儒
林
外
史
』
研
究

─
匡
超
人
の
人
生
に
見
る
人
間
の
本
質
─

金　

井　

菜　

穂

離
れ
南
京
に
移
っ
た
敬
梓
は
、
三
十
六
歳
の
と
き
安
徽
省
の
長
官
で
あ
っ
た

人
か
ら
官
職
に
就
く
こ
と
を
薦
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
以
後
、

任
官
の
道
と
は
決
別
し
、
五
十
四
歳
の
と
き
旅
先
の
揚
州
で
客
死
す
る
。

『
儒
林
外
史
』
の
執
筆
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
南
京
に
移
っ
て
か
ら
執

筆
を
開
始
し
、
彼
が
四
十
八
歳
の
と
き
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
科
挙
制
度
に
染
ま
る
こ
と
を
嫌
い
、
自
ら
科
挙
と
の
縁
を
切
っ

た
敬
梓
は
、
科
挙
制
度
と
そ
れ
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
知
識
人
た
ち
を
客

観
的
な
、
つ
き
は
な
し
た
視
点
か
ら
諷
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
儒
林
外
史
』
に
登
場
す
る
人
物
は
、
そ
の
多
く
が
「
儒
林
」
で
あ
る
。

「
林
」
と
は
「
同
じ
な
か
ま
」
の
意
で
あ
り
、「
儒
林
」
と
は
、「
儒
学
者
の

な
か
ま注
３」
の
意
で
あ
る
。『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

自
孔
子
卒
、
京
師
莫
崇
庠
序
、
唯
建
元
元
狩
之
閒
、
文
辭
粲
如
也
。
作

儒
林
列
傳
第
六
十
一
。

孔
子
卒
し
て
よ
り
、
京
師 

庠し
ょ
う

序じ
ょ

を
崇
ぶ
な
く
、
唯
だ
建
元
・
元
狩
の
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閒
の
み
、
文
辭
粲
如
た
り
。
儒
林
列
傳
第
六
十
一
を
作
る注４。

　

つ
ま
り
、「
儒
林
」
は
、
読
書
人
や
知
識
人
、
士
大
夫
階
級
の
人
々
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
。「
儒
林
列
傳
」
と
は
、
こ
う
し
た
人
物
を
立
伝
し
た
も

の
の
総
称
で
あ
る
。
小
説
の
題
名
『
儒
林
外
史
』
は
、「
外
史
」
と
い
う
表

現
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
正
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
儒
林
と

は
一
線
を
画
す
る
生
き
方
を
し
た
人
々
の
こ
と
を
書
い
た
書
物
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
儒
林
外
史
』
の
多
く
の
登
場
人
物
の
中
で
も
、
科
挙
の
試

験
に
合
格
し
出
世
す
る
に
つ
れ
性
格
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
匡

き
ょ
う

超ち
ょ
う

人じ
ん

と
い
う
人
物
に
焦
点
を
あ
て
る
。
と
り
わ
け
、
彼
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
馬
二
先
生
と
潘
三
と
い
う
二
人
の
人
物
と
の
出
会
い
に
注
目
し
、
呉

敬
梓
が
匡
超
人
を
小
説
内
に
登
場
さ
せ
た
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

一
、
匡
超
人
の
一
生

　

匡
超
人
は
、
名
を
迥け

い

、
字
を
超
人
と
い
い
、
浙
江
省
温
州
府
楽
清
県
の
出

身
で
あ
る
。
生
家
は
と
て
も
貧
し
く
衣
食
に
も
事
欠
く
有
様
で
あ
っ
た
た

め
、
超
人
は
故
郷
を
離
れ
杭
州
で
零
落
し
て
い
た
。
こ
の
杭
州
の
地
で
、
彼

は
選
文注５ 

を
生
業
と
し
て
い
る
馬
二
先
生
と
出
会
う
。
匡
超
人
は
「
家
が
貧

し
い
た
め
に
学
問
も
満
足
に
で
き
ず
、
故
郷
に
戻
り
病
気
の
父
親
を
見
舞
う

こ
と
す
ら
出
来
な
い
自
分
が
情
け
な
い注
６」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
馬
二
先
生
に

語
る
。
馬
二
先
生
は
そ
ん
な
彼
に
深
く
感
動
し
、
衣
服
や
金
銭
を
与
え
、
超

人
が
故
郷
に
戻
れ
る
よ
う
に
手
は
ず
を
整
え
て
や
る
。
馬
二
先
生
の
親
切
に

心
か
ら
感
謝
し
た
匡
超
人
は
、
彼
と
兄
弟
の
契
り
を
交
わ
す
。

　

匡
超
人
は
故
郷
の
楽
清
県
に
戻
り
、
父
親
の
世
話
に
精
を
出
す
と
と
も

に
、
商
い
を
始
め
生
計
を
立
て
、
科
挙
の
勉
学
に
も
励
む
。
実
家
が
火
事
に

遭
っ
た
後
も
読
書
を
怠
ら
な
か
っ
た
彼
は
、
県
試
・
府
試
・
院
試
に
次
々
と

合
格
し
、
秀
才
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
父
の
死
後
、
県
知
事
が
あ
ら
ぬ
疑
い

を
か
け
ら
れ
て
弾
劾
さ
れ
、
知
事
の
と
こ
ろ
に
出
入
り
し
て
い
た
と
し
て
超

人
に
も
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
彼
は
、
村
の
長
で
何
か
と
気
に

か
け
て
く
れ
る
潘
老
人
に
今
後
の
こ
と
を
相
談
す
る
。
す
る
と
潘
老
人
は
、

自
分
の
従
弟
で
、
杭
州
の
役
人
で
あ
る
潘
三
の
と
こ
ろ
へ
行
く
よ
う
に
と
超

人
に
助
言
す
る注７。

　

再
び
杭
州
の
地
に
戻
っ
た
超
人
は
、
詩
を
趣
味
に
し
て
い
た
景
蘭
江
ら
と

出
会
い
、
選
文
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
潘
三
と
の
対
面
を
果

た
す
が
、
彼
の
本
性
は
、
悪
事
に
手
を
染
め
る
無
頼
漢
で
あ
っ
た
。
彼
と
出

会
っ
た
こ
と
で
、
超
人
は
そ
れ
ま
で
の
詩
人
仲
間
と
の
付
き
合
い
が
疎
遠
に

な
り
、
潘
三
の
悪
事
に
手
を
貸
す
よ
う
に
な
る
。
潘
三
か
ら
分
け
前
を
も
ら

い
、
装
い
も
立
派
に
な
っ
て
い
っ
た
超
人
は
、
潘
三
に
費
用
を
世
話
し
て
も

ら
っ
て
鄭
氏
と
結
婚
し
、
子
ど
も
も
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
試
験
に
合
格
し

国
子
監
の
学
生
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
、
順
風
満
帆
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
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し
か
し
、
突
如
と
し
て
、
そ
の
生
活
を
一
変
さ
せ
る
出
来
事
が
起
こ
る
。

数
々
の
悪
事
が
明
る
み
に
出
て
、
潘
三
が
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
匡
超
人

は
大
い
に
驚
き
、
そ
し
て
自
分
も
逮
捕
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
ろ
し
く

な
っ
た
。
彼
は
妻
の
鄭
氏
に
、
国
子
監
の
学
生
に
推
挙
さ
れ
た
か
ら
京
師
で

官
職
に
就
く
こ
と
に
し
た
、
だ
か
ら
自
分
の
故
郷
で
あ
る
楽
清
県
に
行
っ
て

く
れ
な
い
か
、
と
告
げ
る
。
田
舎
行
き
を
嫌
が
る
妻
は
必
死
に
断
る
が
、
超

人
は
強
引
に
承
諾
さ
せ
る
。
自
分
の
関
与
し
た
犯
罪
が
明
る
み
に
出
る
前

に
、
誰
に
も
邪
魔
を
さ
れ
な
い
う
ち
に
、
京
師
で
身
分
あ
る
職
に
就
い
て
し

ま
お
う
と
考
え
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。
超
人
は
、
か
ね
て
よ
り
超
人
の
才
能

を
高
く
評
価
し
て
い
た
か
つ
て
の
県
知
事
、
今
は
中
央
官
署
に
戻
っ
た
李
給

事
中
と
再
会
す
る
。
そ
し
て
給
事
中
の
姪
で
あ
る
辛
氏
と
の
結
婚
の
話
を
持

ち
出
さ
れ
、
す
で
に
鄭
氏
と
結
婚
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巡
撫
院
の

捕
吏
で
あ
る
舅
の
身
分
を
恥
じ注８、
李
給
事
中
の
面
前
で
結
婚
を
承
諾
し
た
。

そ
の
後
教
習
の
試
験
に
合
格
し
、
郷
里
の
浙
江
省
に
朝
廷
の
教
習
赴
任
の
保

証
書
を
取
り
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
矢
先
、
楽
清
県
に
住
ま
わ

せ
て
い
た
妻
の
鄭
氏
が
田
舎
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
体
を

こ
わ
し
死
ん
で
し
ま
う
。
超
人
は
驚
き
悲
し
ん
だ
が
、
埋
葬
の
時
期
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
妻
の
葬
儀
や
家
の
こ
と
を
兄
の
匡
大
に
頼
ん
だ
。
そ
し
て
、

保
証
書
を
手
に
京
師
へ
と
船
で
向
か
う
場
面
を
最
後
に
、
彼
は
物
語
の
表
舞

台
か
ら
忽
然
と
姿
を
消
す
。

　

第
十
五
回
か
ら
第
二
十
回
に
か
け
て
登
場
す
る
匡
超
人
は
、
杭
州
の
地
で

二
度
の
人
生
の
転
機
を
迎
え
る
。
そ
れ
が
、
馬
二
先
生
、
潘
三
と
の
出
会
い

で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
人
生
の
危
機
に
瀕
し
た
匡
超
人
を
各
々
の

や
り
方
で
救
い
出
し
て
お
り
、「
恩
人
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
の
恩
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
匡
超
人
の
人
生
は
ど
の
よ
う
に
「
変

化
」
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
の
場
面
を
振

り
返
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
匡
超
人
の
真
の
姿
に
迫
っ
て
み
る
。

二
、
馬
二
先
生
と
の
出
会
い

　

馬
二
先
生
は
浙
江
省
処
州
府
の
出
身
で
、
名
を
静
、
字
を
純
上
と
い
う
。

名
高
い
選
文
家
で
あ
り
、
馬
二
先
生
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
匡
超
人

が
馬
二
先
生
と
出
会
っ
た
の
は
、
第
十
五
回
、
馬
二
先
生
が
友
人
の
葬
式
か

ら
の
帰
り
道
に
立
ち
寄
っ
た
茶
屋
で
あ
っ
た
。

馬
二
先
生
送
殯
回
來
，
依
舊
到
城
隍
山
吃
茶
，
忽
見
茶
室
傍
邊
添
了
一

張
小
桌
子
，
一
個
少
年
坐
着
拆
字
。
那
少
年
雖
則
痩
小
，
却
還
有
些
精

神
；
却
又
古
怪
，
面
前
擺
着
字
盤
筆
硯
，
手
裏
却
拿
着
一
本
書
看
。
馬

二
先
生
心
裏
詫
異
，
假
作
要
拆
字
，
走
近
前
一
看
，
原
來
就
是
他
新
選

的
《
三
科
程
墨
持
運
》。

（
馬
二
先
生
は
、
野
辺
送
り
か
ら
の
帰
り
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
城
隍

山
に
行
き
茶
を
飲
ん
で
い
る
と
、
茶
店
の
傍
ら
に
一
つ
の
小
さ
な
机
が
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置
か
れ
て
い
て
、
一
人
の
若
者
が
座
っ
て
文
字
占
い
を
し
て
い
る
の
を

ふ
と
見
た
。
そ
の
若
者
は
痩
せ
て
い
て
小
柄
で
あ
っ
た
が
、
精
力
に
満

ち
溢
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
目
の
前
に
文
字
盤
や

筆
、
硯
を
並
べ
て
い
な
が
ら
、
手
に
は
一
冊
の
本
を
持
っ
て
読
ん
で
い

る
の
で
あ
っ
た
。
馬
二
先
生
は
い
ぶ
か
し
み
、
文
字
占
い
を
頼
む
ふ
り

を
し
て
、
近
づ
い
て
見
て
み
る
と
、
ま
さ
に
、
自
分
が
新
た
に
選
ん
だ

《
三
科
合
格
答
案
文
集
》
で
あ
っ
た
。）

　

馬
二
先
生
は
、
文
字
占
い注９ 

を
し
な
が
ら
も
熱
心
に
本
を
読
ん
で
い
た
超

人
に
興
味
を
持
ち
話
し
か
け
、
自
分
の
宿
に
招
待
し
、
夕
食
を
共
に
す
る
。

そ
し
て
、
自
ら
の
貧
し
い
現
状
を
話
す
超
人
を
な
だ
め
、
彼
の
作
っ
た
八
股

文
の
点
検
を
し
、
文
章
の
理
法
も
説
明
し
て
や
る
。
馬
二
先
生
か
ら
衣
服
や

金
銭
を
も
ら
い
、
故
郷
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
匡
超
人
は
、
涙
を
流
し
な

が
ら
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
蒙
先
生
這
般
相
愛
，
我
匡
迥
何
以
為
報
！
意
欲
拜
為
盟
兄
，
將
來
諸

事
還
要
照
顧
。
祇
是
大
膽
，
不
知
長
兄
可
肯
容
納
？
」

（
あ
な
た
様
か
ら
こ
ん
な
に
も
親
切
を
受
け
ま
し
て
、
私
匡
迥
は
ど
の

よ
う
に
お
報
い
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
！
ど
う
か
兄
上
と
拝
さ
し
て
い

た
だ
き
、
将
来
何
事
に
つ
け
て
も
ご
面
倒
を
見
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
そ
れ
た
お
願
い
を
兄

上
は
快
く
聞
き
入
れ
て
下
さ
い
ま
す
か
？
）

　

茶
屋
の
脇
で
文
字
占
い
の
商
売
を
し
て
い
た
貧
乏
青
年
に
と
っ
て
は
、
世

間
で
名
高
い
選
文
家
、
し
か
も
自
分
が
読
ん
で
い
た
本
の
編
集
者
と
出
会
っ

て
言
葉
を
交
わ
し
た
だ
け
で
も
夢
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ

の
師
と
も
言
う
べ
き
立
場
の
人
間
が
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
た
め
に
あ
れ
こ

れ
帰
郷
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
驚
き
と
喜
び
と
嬉

し
さ
は
尋
常
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
拜
為
盟
兄
」（
兄
上
と
拝
さ
し
て
い
た
だ

き
）
や
、「
不
知
長
兄
可
肯
容
納
？
」（
兄
上
は
快
く
聞
き
入
れ
て
下
さ
い
ま

す
か
？
）
の
よ
う
に
、
馬
二
先
生
に
対
し
て
謙
遜
の
気
持
ち
を
全
面
に
表
し

て
い
る
言
葉
か
ら
も
、
超
人
が
い
か
に
馬
二
先
生
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
激

し
、
彼
の
恩
に
感
謝
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

　

超
人
の
言
葉
を
聞
い
て
馬
二
先
生
は
大
い
に
喜
び
、
兄
弟
の
契
り
を
結
ん

だ
。
別
れ
の
場
面
で
、
馬
二
先
生
は
超
人
に
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い

る
。「

賢
弟
，
你
聽
我
説
。
你
如
今
回
去
，
奉
事
父
母
，
總、

以、

文、

章、

舉、

業、

為、

主、

。
人
生
世
上
，
除
了
這
事
，
就
没
有
第
二
件
可
以
出
頭
。・
・
・
・
・
・

祇
是
有
本
事
進
了
學
，
中
了
舉
人
、
進
士
，
即
刻
就
榮
宗
耀
祖
。
這
就

是
《
孝
經
》
上
所
説
的
『
顯
親
揚
名
』，
纔
是
大
孝
，
自
身
也
不
得
受

苦
。･･････

賢
弟
，
你
回
去
奉
養
父
母
，
總、

以、

做、

舉、

業、

為、

主、

。
就
是

生
意
不
好
，
奉
養
不
周
，
也
不
必
介
意
，
總、

以、

做、

文、

章、

為、

主、

。･･････

假
如
時
運
不
好
，
終
身
不
得
中
舉
，
一
個
廩
生
是
掙
的
來
的
，
到
後
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來
，
做
任
教
官
，
也
替
父
母
請
一
道
封
誥
。
我
是
百
無
一
能
，
年
紀
又

大
了
；
賢
弟
你
少
年
英
敏
，
可
細
聽
愚
兄
之
言
，
圖
個
日
後
宦
途
相

見
。」

（「
賢
弟
よ
、
私
の
言
う
こ
と
を
お
聞
き
な
さ
い
。
家
に
帰
っ
た
ら
、
父

母
に
お
仕
え
し
て
、
そ
し
て
、
文、

章、

と、

科、

挙、

の、

こ、

と、

に、

専、

念、

し、

な、

さ、

い、

。
人
生
に
お
い
て
、
こ
の
事
を
除
い
て
ほ
か
に
名
を
挙
げ
る
べ
き
道

は
な
い
。･･････

た
だ
、
能
力
を
持
っ
て
秀
才
と
な
り
、
挙
人
、
進

士
に
挙
げ
ら
れ
た
時
こ
そ
、
家
門
は
輝
き
祖
先
の
名
を
高
め
る
の
だ
。

こ
れ
が
す
な
わ
ち
『
孝
経
』
に
あ
る
『
親
を
あ
ら
わ
し
名
を
あ
げ
る
』

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
大
孝
な
の
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
自
身
も
苦
し
い

目
に
あ
わ
な
く
て
す
む
の
だ
よ
。･･････
賢
弟
よ
、
あ
な
た
は
帰
郷

し
て
父
母
を
養
い
仕
え
、
科、

挙、

に、

専、

念、

し、

な、

け、

れ、

ば、

い、

け、

な、

い、

。
商
い

が
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
、
両
親
へ
の
孝
養
が
十
分
行
き
届
か
な
く
て

も
、
意
に
介
さ
ず
、
文、

章、

を、

作、

る、

こ、

と、

に、

専、

念、

な、

さ、

い、

。･･････

も

し
運
が
悪
く
て
生
涯
挙
人
に
な
れ
な
く
て
も
、
廩り

ん

膳ぜ
ん

生せ
い

の
資
格
は
持
て

る
。
そ
し
て
、
後
々
に
は
県
の
教
官
に
任
命
さ
れ
、
ご
両
親
の
た
め
に

お
上
へ
辞
令
書
を
願
う
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
私
は
何
の
才
能
も
持

た
ず
、
年
も
と
っ
た
。
あ
な
た
は
年
が
若
く
て
才
能
も
あ
る
、
よ
く
よ

く
愚
兄
の
言
を
聞
き
い
れ
、
将
来
官
途
に
あ
っ
て
相
見
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
努
め
な
さ
い
。」）（
傍
点
、
論
者
）

　

馬
二
先
生
は
、
自
ら
を
「
愚
兄
」、
超
人
の
こ
と
を
「
賢
弟
」
と
呼
ん
で

い
る
。
知
識
人
と
し
て
相
手
を
敬
う
姿
勢
を
見
せ
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
知
り
合
っ
て
わ
ず
か
一
日
の
超
人
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
呼
称
を
使
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
匡
超
人
の
こ
と
を
気
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
。
単

な
る
一
青
年
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
立
派
な
知
識
人
と
し
て
超
人
を
重

視
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

原
文
及
び
訳
文
に
傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
、
馬
二
先
生
は
、「
總、

以、

文、

章、

舉、

業、

為、

主、

」「
總、

以、

做、

舉、

業、

為、

主、

」「
總、

以、

做、

文、

章、

為、

主、

」
と
い
う
ほ
と
ん
ど

同
一
の
表
現
を
三
回
も
繰
り
返
し
用
い
て
、
出
世
の
道
を
開
く
た
め
に
は
文

章
、
す
な
わ
ち
八
股
文
を
勉
強
す
る
こ
と
こ
そ
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と
主
張

し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
超
人
ほ
ど
の
才
能
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た

ら
、
必
ず
科
挙
に
合
格
し
官
途
に
就
い
て
出
世
で
き
る
と
考
え
た
の
だ
ろ

う
。
自
ら
の
生
活
資
金
を
は
た
き
、
衣
服
や
書
物
ま
で
与
え
た
の
も
、
馬
二

先
生
が
超
人
の
才
能
を
認
め
た
証
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
馬
二
先
生
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
。
前
述

の
通
り
、
彼
は
広
く
名
の
知
れ
た
選
文
家
で
あ
る
が
、
な
ぜ
茶
屋
で
偶
然
出

会
っ
た
だ
け
の
匡
超
人
に
「
科
挙
の
勉
強
に
励
め
」
と
し
つ
こ
く
迫
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

馬
二
先
生
は
何
度
も
科
挙
を
受
験
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
本
試
験
に
合

格
で
き
な
い
、
い
わ
ば
科
挙
の
苦
労
人
で
あ
る
。
第
十
三
回
で
、
彼
の
も
と
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を
訪
ね
て
来
た
蘧き
ょ

公こ
う

孫そ
ん

と
い
う
人
物
に
向
か
っ
て
馬
二
先
生
自
ら
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
小
弟
補
廩
二
十
四
年
，
蒙
歴
任
宗
師
的
青
目
，
共
考
過
六
、七
個
案

首
，
祇
是
科
場
不
利
，
不
勝
慚
愧
！
」

（
私
は
、
二
十
四
年
前
に
廩
膳
生
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
歴
代
の
先
生

方
の
ご
親
切
を
受
け
ま
し
て
、
六
、七
回
予
備
試
験
で
首
席
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
本
試
験
で
は
運
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
恥
ず
か
し
い

限
り
で
す
！
）

　

こ
こ
で
見
ら
れ
る
の
は
、「
不
勝
慚
愧
！
」（
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
！
）

と
、
科
挙
の
試
験
で
挫
折
し
た
自
分
を
自
身
の
言
葉
で
批
判
す
る
こ
と
で
、

科
挙
で
思
う
よ
う
な
成
功
を
収
め
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
だ
過
去
と
向
き
合
お
う

と
し
て
い
る
馬
二
先
生
の
姿
で
あ
る
。
先
の
匡
超
人
と
の
会
話
で
発
せ
ら
れ

た
「
我
是
百
無
一
能
，
年
紀
又
大
了
」（
私
は
何
の
才
能
も
持
た
ず
、
年
も

と
っ
た
。）
の
言
葉
も
同
様
だ
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
本
試
験
で
嫌
わ
れ
よ

う
と
も
馬
二
先
生
は
選
文
を
生
業
に
し
、
科
挙
と
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け

る
。
な
ぜ
、
彼
は
そ
こ
ま
で
科
挙
に
執
着
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

同
じ
く
第
十
三
回
で
、
馬
二
先
生
は
、
父
の
死
後
、
家
の
こ
と
が
忙
し
く

学
業
に
励
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
述
べ
る
蘧
公
孫
に
対
し
、
次
の
よ
う

に
答
え
て
い
る
。

「
你
這
就
差
了
。『
舉
業
』
二
字
是
從
古
及
今
人
人
必
要
做
的
。」

（「
あ
な
た
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
ま
す
ね
。
科
挙
の
学
問
は
、
古
来
よ

り
今
に
及
ぶ
ま
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
の
で
す
よ
。」）

　

馬
二
先
生
は
、
科
挙
の
学
問
を
「
人
人
必
要
做
的
」（
す
べ
て
の
人
々
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
）
と
し
て
い
る
が
、
現
実
は
違
う
。
金
銭
面

で
も
生
活
面
で
も
、
科
挙
の
勉
強
に
励
む
た
め
の
環
境
に
恵
ま
れ
た
者
で
な

け
れ
ば
試
験
に
臨
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
役
者
や
奴
僕
、
捕
方

な
ど
賤
民
と
称
さ
れ
る
人
々
、
そ
れ
に
女
性
に
は
そ
も
そ
も
受
験
の
資
格
す

ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
科
挙
の
学
問
が
万
人
共
通
の
定
め
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
馬
二
先
生
が
持
論
を
強
調
す
る
た
め
に
用
い
た
誇
張
表
現
に
過
ぎ
な

い
。
彼
が
偽
り
の
発
言
を
し
て
ま
で
科
挙
の
学
問
を
励
行
す
る
の
は
、
学
問

に
励
む
こ
と
こ
そ
が
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
者
の
定
め
な
の
だ
と
、
彼
自

身
強
引
に
信
じ
込
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と
だ
け
を

人
生
の
目
標
と
し
て
き
た
自
分
の
生
き
方
に
間
違
い
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、

自
分
自
身
で
確
認
し
た
い
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
選
文
家
と

し
て
科
挙
と
か
か
わ
り
を
持
ち
つ
づ
け
、
匡
超
人
に
科
挙
受
験
を
さ
か
ん
に

勧
め
る
の
で
あ
る
。

　

馬
二
先
生
と
の
偶
然
の
出
会
い
は
、
匡
超
人
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
に
な
る
。
帰
郷
後
の
匡
超
人
の
働
き
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ

た
。
献
身
的
に
病
床
の
父
を
世
話
し
、
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
一
人
で
商
売
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を
切
り
盛
り
し
、
わ
ず
か
な
時
間
を
見
つ
け
て
は
科
挙
の
勉
強
を
欠
か
さ
な

か
っ
た
。
馬
二
先
生
の
「
總、

以、

文、

章、

舉、

業、

為、

主、

」（
文、

章、

と、

科、

挙、

の、

こ、

と、

に、

専、

念、

し、

な、

さ、

い、

）
の
言
葉
を
文
字
通
り
実
践
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
の
行

動
は
、
帰
郷
の
援
助
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
よ
う
な
貧
乏
青
年
の
才
能
を

高
く
評
価
し
て
く
れ
、
な
お
か
つ
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
く
れ
た
馬
二
先
生

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。

三
、
潘
三
と
の
出
会
い

　

杭
州
で
小
役
人
を
し
て
い
る
潘
自
業
は
潘
老
人
の
従
弟
で
、
排
行注注注 

が
三
番

目
な
の
で
潘
三
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
馬
二
先
生
が
匡
超
人
と
別
れ
た
後
も
小

説
に
登
場
し
て
い
る
の
に
対
し
、
潘
三
は
第
十
九
回
に
し
か
登
場
せ
ず
、
第

二
十
回
で
は
牢
中
の
彼
の
様
子
が
他
人
の
言
葉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
。

　

杭
州
の
地
に
戻
っ
て
き
た
匡
超
人
は
、
本
職
の
帽
子
売
り
を
忘
れ
詩
作
に

ふ
け
る
景
蘭
江
ら
と
詩
会
を
開
き
、
時
に
は
選
文
の
仕
事
を
請
け
負
う
こ
と

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
詩
人
仲
間
と
の
行
き
来
は
徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
い

く
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
潘
三
の
以
下
の
言
葉
で
あ
る
。

「
二
相
公
，
你
到
省
裏
來
，
和
這
些
人
相
與
做
甚
麼
？
」
匡
超
人
問
是

怎
的
。
潘
三
道
：「
這
一
班
人
是
有
名
的
呆
子
。
這
姓
景
的
開
頭
巾

店
，
本
來
有
兩
千
銀
子
的
本
錢
，
一
頓
詩
做
的
精
光
。
他
毎
日
在
店

裏
，
手
裏
拿
着
一
個
刷
子
刷
頭
巾
，
口
裏
還
哼
的
是
『
清
明
時
節
雨
紛

紛
』，
把
那
買
頭
巾
的
和
店
鄰
看
了
都
笑
。
而
今
折
了
本
錢
，
祇
借
這

做
詩
為
由
，
遇
着
人
就
借
銀
子
，
人
聽
見
彼
都
怕
。･･････

二
相
公
，

你
在
客
邊
要
做
些
有
想
頭
的
事
，
這
樣
人
同
他
混
纏
做
甚
麼
？
」

（「
匡
殿
、
あ
な
た
は
省
城
に
い
ら
し
て
か
ら
、
こ
い
つ
ら
と
何
を
し
て

お
い
で
な
の
で
す
か
？
」
超
人
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
尋
ね

た
。
潘
三
は
言
っ
た
。「
こ
の
連
中
は
有
名
な
阿
呆
ど
も
で
す
よ
。
こ

の
景
と
い
う
頭
巾
屋
を
開
い
て
い
る
奴
は
、
も
と
も
と
は
銀
二
千
両
も

の
元
手
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
さ
ん
ざ
ん
詩
作
に
凝
っ
て
き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
ね
。
彼
は
毎
日
店
で
は
た
き

を
持
っ
て
頭
巾
を
は
た
き
な
が
ら
、
口
ず
さ
ん
で
い
る
の
は
『
清
明

の
時
節
雨
紛
紛
』、
頭
巾
を
買
い
に
来
た
お
客
さ
ん
や
隣
近
所
の
人
た

ち
は
、
そ
れ
を
見
る
と
み
な
笑
う
の
で
す
。
そ
れ
に
今
現
在
元
手
を

す
っ
て
し
ま
っ
て
、
詩
を
作
る
と
理
由
付
け
て
、
会
う
ご
と
に
人
か
ら

金
を
借
り
る
の
で
す
。
あ
い
つ
の
こ
と
を
耳
に
す
る
と
誰
も
が
み
な
ビ

ク
ビ
ク
恐
れ
て
い
ま
す
よ
。･･････

匡
殿
、
あ
な
た
は
他
郷
で
何
か

有
望
な
こ
と
を
や
り
た
い
と
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
よ
う

な
お
方
が
こ
ん
な
奴
ら
と
仲
間
に
な
っ
て
ど
う
な
さ
る
の
で
す
か
。」）

　

超
人
が
寝
泊
り
し
て
い
る
文
瀚
樓
の
部
屋
の
壁
に
は
、
西
湖
で
の
詩
会
の

場
で
作
ら
れ
た
詩
を
書
い
た
書
画
紙
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
一
目
見
た
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潘
三
は
、「
這
一
班
人
是
有
名
的
呆
子
」（
こ
の
連
中
は
有
名
な
阿
呆
ど
も
で

す
よ
）
と
吐
き
捨
て
、
唐
代
の
詩
人
杜
牧
の
『
清
明
』
詩
を
口
ず
さ
む
景
蘭

江
ら
の
悪
口
を
一
気
に
ま
く
し
立
て
て
い
る
。
言
葉
遣
い
も
丁
寧
と
は
言
え

ず
、
潘
三
が
一
方
的
に
喋
り
、
超
人
は
口
を
挟
む
余
地
す
ら
な
い
。「
這
樣

人
同
他
混
纏
做
甚
麼
？
」（
あ
な
た
の
よ
う
な
お
方
が
こ
ん
な
奴
ら
と
仲
間

に
な
っ
て
ど
う
な
さ
る
の
で
す
か
。）
と
尋
ね
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
あ

た
か
も
、「
自
分
と
一
緒
に
い
た
方
が
あ
な
た
の
た
め
に
な
る
。」
と
超
人
を

説
得
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
潘
老
人
か
ら
超
人
が
聡
明
で
あ
る
こ
と

を
聞
か
さ
れ
て
い
た
潘
三
は
、
一
刻
も
早
く
匡
超
人
と
詩
人
仲
間
と
の
交
わ

り
を
絶
た
せ
、
自
分
の
仲
間
に
引
き
込
み
た
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

匡
超
人
を
連
れ
て
自
宅
に
戻
っ
た
潘
三
に
は
次
々
と
公
文
書
偽
造
の
依
頼

が
舞
い
込
む
。
潘
三
は
こ
の
仕
事
を
匡
超
人
に
も
手
伝
わ
せ
る
。

･･････

當
下
留
在
後
面
樓
上
，
起
了
一
個
婚
書
稿
，
叫
匡
超
人
寫
了
，

把
與
郝
老
二
看
，
叫
他
明
日
拿
銀
子
來
取
。
打
發
郝
二
去
了
。
吃
了
晩

飯
，
點
起
燈
來
，
念
着
回
批
，
叫
匡
超
人
寫
了
。
家
裏
有
的
是
豆
腐
乾

刻
的
假
印
，
取
來
用
上
，
又
取
出
硃
筆
，
叫
匡
超
人
寫
了
一
個
趕
回
文

書
的
硃
簽
。

（･･････

そ
し
て
、
裏
の
二
階
に
（
超
人
を
）
残
し
て
、
婚
姻
証
書

の
草
稿
を
作
成
し
、
匡
超
人
に
写
さ
せ
た
。
郝
老
二
に
そ
れ
を
見
せ
、

彼
に
明
日
銀
を
取
っ
て
持
っ
て
く
る
よ
う
に
言
い
、
彼
を
追
い
出
し

た
。
晩
飯
を
済
ま
せ
た
後
、
灯
り
を
と
も
し
、（
楽
清
県
へ
の
）
返
書

を
口
述
し
、
匡
超
人
に
写
さ
せ
た
。
家
に
は
乾
か
し
た
豆
腐
を
刻
し
て

作
っ
た
偽
の
印
鑑
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
っ
て
き
て
使
用
し
、
朱
筆
を
取

り
出
し
て
き
て
荷
花
（
人
名
）
を
急
ぎ
回
送
せ
よ
と
い
う
内
容
の
硃し
ゅ

籤せ
ん

（
朱
墨
で
書
か
れ
た
公
文
書
）
を
匡
超
人
に
写
さ
せ
た
。）

　

匡
超
人
は
、
潘
三
の
依
頼
を
拒
む
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
、
積
極
的
な
姿
勢

を
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
淡
々
と
、
抵
抗
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
素
直

に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
潘
三
に
従
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
主
人
の
命
令
に
逆
ら

う
こ
と
な
く
遂
行
す
る
従
順
な
下
僕
の
よ
う
で
あ
る
。
繰
り
返
し
「
叫
匡
超

人
寫
了
」（
匡
超
人
に
写
さ
せ
た
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
偽

造
の
首
謀
者
は
潘
三
で
あ
り
、
匡
超
人
は
あ
く
ま
で
も
受
け
身
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
潘
三
と
出
会
っ
て
か
ら
彼
の
言
う
こ
と
に
も
っ
ぱ
ら
従
っ
て
犯

罪
に
加
担
し
て
い
た
匡
超
人
で
あ
っ
た
が
、
一
度
だ
け
自
ら
の
意
思
で
依
頼

を
承
諾
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
京
師
の
役
所
に
勤
め
て
い
た
金
東
涯
の
息
子

金
躍
の
替
え
玉
と
し
て
試
験
を
受
け
る
場
面
で
あ
る
。

潘
三
送
了
李
四
出
去
，
回
來
向
匡
超
人
説
道
：「
二
相
公
，
這
個
事
用

的
着
你
了
。」
匡
超
人
道
：「
我
方
纔
聽
見
的
。
用
着
我
，
祇
好
替
考
。

但
是
我
還
是
坐
在
外
面
做
了
文
章
傳
遞
，
還
是
竟
進
去
替
他
考
？
若
要

進
去
替
他
考
，
我
竟
没
有
這
樣
的
膽
子
。」



−195−

（
潘
三
は
李
四
を
送
り
出
し
た
後
、
匡
超
人
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
匡
殿
、
こ
の
件
は
あ
な
た
が
必
要
な
ん
で
す
よ
。」
匡
超
人
は
、「
今

さ
っ
き
聞
き
ま
し
た
よ
。
私
が
必
要
な
の
で
し
た
ら
私
が
替
わ
り
に
や

る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
し
か
し
、
私
は
試
験
会
場
の
外
で
文
章
を

書
い
て
手
渡
す
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
も
し
や
会
場
の
中
に
入
っ
て

い
っ
て
、
彼
に
代
わ
っ
て
試
験
を
受
け
る
の
で
す
か
。
も
し
会
場
の
中

に
入
っ
て
い
っ
て
試
験
を
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
そ
の
よ
う
な

肝
っ
玉
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。」）

　

超
人
は
、
公
文
書
偽
造
の
と
き
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
反
応
を
見
せ
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
は
潘
三
の
依
頼
に
対
し
て
特
に
何
も
言
葉
を
返
す
こ
と
も
せ

ず
お
と
な
し
く
文
字
を
写
し
て
い
た
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
超
人
は
自

ら
の
言
葉
で
は
っ
き
り
と
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
引
き
受
け
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、「
用
着
我
，
祇
好
替
考
。」（
私
が
必
要
な
の
で
し
た
ら
、
私
が
替
わ
り

に
や
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。）
と
言
い
切
っ
て
お
り
、「
こ
の
仕
事
は
私

に
し
か
出
来
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
ら
、
私
が
引
き
受
け
て
あ
げ
ま
す

よ
。」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
態
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
試
験
当
日
ど
の
よ

う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
ま
で
具
体
的
に
尋
ね
て
い
る
。
試
験
会
場
の
中

に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
我
竟
没
有
這
樣
的
膽
子
。」（
と
て
も
そ
の
よ

う
な
肝
っ
玉
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。）
と
は
言
う
も
の
の
、
替
え
玉
を
あ
っ

さ
り
と
承
諾
し
て
い
る
時
点
で
、
超
人
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
肝
っ
玉
の
持

ち
主
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
主
人
の
命
令
に
従
っ
て
い
た
だ
け
の
下
僕

が
、
自
分
に
し
か
出
来
な
い
仕
事
に
抜
擢
さ
れ
て
目
を
輝
か
せ
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

　

替
え
玉
受
験
は
大
き
な
危
険
を
伴
う
大
犯
罪
で
あ
る
。
罪
の
重
さ
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
成
功
率
も
極
め
て
低
い
。
万
が
一
替
わ
り
に
受
験
す

る
側
が
不
本
意
な
成
績
を
残
せ
ば
、
替
え
玉
の
意
味
が
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
本
物
の
文
章
に
似
せ
て
書
い
た
草
稿
や
乾
豆
腐
で
作
っ
た
印
鑑
で
ご
ま

か
せ
る
公
文
書
偽
造
と
は
次
元
が
違
う
。
必
ず
し
も
成
功
す
る
確
証
が
な
い

中
で
、
し
か
も
、
必
ず
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
圧
が
の
し
か

か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
匡
超
人
は
そ
の
場
で
即
座
に
承
諾
し
た
。

自
分
に
は
と
て
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
他
の
人
に
頼
ん
で
く
れ
と
辞

退
し
た
り
、
本
当
に
自
分
が
そ
の
よ
う
な
大
役
を
任
さ
れ
て
い
い
の
か
と
不

安
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
か
か

わ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
も
し
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
匡
超
人
と
い
う
一
人
の
人
間
の
本
質
に
か
か
わ
る
重
大
な

問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
論
者
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

公
文
書
偽
造
の
際
、
草
稿
を
用
意
し
た
の
は
潘
三
で
あ
り
、
匡
超
人
は
そ

れ
を
黙
々
と
写
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
手
本
と
読
み
書
き
の
能
力
さ
え
あ
れ

ば
、
文
書
を
書
き
写
す
こ
と
な
ど
極
め
て
単
純
で
簡
単
な
作
業
で
あ
り
、
誰
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に
で
も
出
来
る
。
そ
の
よ
う
な
作
業
で
は
、
詩
の
才
能
や
学
識
の
有
無
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
一
切
な
い
。
つ
ま
り
、
誰
が
書
き
写
し
て
も
、
結
果
と
し
て

出
来
上
が
る
文
書
は
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
馬
二
先
生
と
出
会
い
科
挙
の
試

験
に
励
み
、
着
実
に
実
力
を
つ
け
て
い
た
超
人
に
と
っ
て
、
た
だ
文
字
を
書

き
写
す
仕
事
で
は
満
足
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
彼
は
誰
に
で
も
出
来
る
仕
事

で
は
な
く
、
自
分
に
し
か
出
来
な
い
仕
事
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
も
っ
と
自
分
の
文
章
を
評
価
さ
れ
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
自
分
の
文

章
力
で
試
験
合
格
を
掴
み
取
る
し
か
な
い
。
そ
の
試
験
が
た
と
え
他
人
の
替

わ
り
に
受
け
る
試
験
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
犯
罪
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
分

の
能
力
で
試
験
に
合
格
し
た
と
い
う
事
実
に
は
変
わ
り
な
い
。
超
人
に
と
っ

て
、
自
分
の
才
能
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
絶
好
の
機
会
が
め
ぐ
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
そ
の
喜
び
、
誇
り
が
、
自
分
が
替
わ
り
に
受
験
す
れ
ば
必
ず
合
格

で
き
る
と
い
う
確
固
た
る
自
信
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
科

挙
に
縛
ら
れ
、
科
挙
以
外
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
超
人
を

象
徴
す
る
事
件
が
、
こ
の
替
え
玉
受
験
な
の
で
あ
る
。

四
、
匡
超
人
の
「
変
化
」
と
裏
切
り

　

馬
二
先
生
と
潘
三
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
匡
超
人
の
人
生
の
危
機
を

救
っ
て
く
れ
た
。
前
者
は
帰
郷
の
援
助
を
し
、
科
挙
の
学
問
に
励
む
よ
う
熱

く
説
教
し
て
く
れ
た
。
後
者
は
悪
事
に
加
担
さ
せ
る
こ
と
で
生
活
面
を
保
障

し
、
妻
を
も
あ
て
が
っ
て
く
れ
た
。
馬
二
先
生
と
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
超
人

は
科
挙
と
は
無
縁
の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
潘
三
と
出
会

わ
な
け
れ
ば
、
李
給
事
中
に
協
力
し
た
と
し
て
囚
わ
れ
の
身
に
な
っ
て
い
た

可
能
性
も
高
い
。
彼
ら
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
匡
超
人
は
物
語
の
中
で
生
き

残
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
生
の
恩
人
で
あ
る
彼
ら
に
対
す
る
超
人
の
態
度
は
次
第
に
変

化
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
吐
き
捨
て
る
よ
う
な
言
葉
で
彼
ら
を
裏

切
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

第
二
十
回
で
、
兄
の
匡
大
に
妻
で
あ
る
鄭
氏
の
埋
葬
と
家
の
こ
と
を
任
せ

た
後
、
超
人
は
揚
州
行
き
の
船
の
中
で
乗
り
合
わ
せ
た
牛
布
衣
と
馮ふ

う

琢た
く

庵あ
ん

に
、
馬
二
先
生
の
選
文
家
と
し
て
の
才
能
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
次

の
よ
う
に
答
え
た
。

「
這
也
是
弟
的
好
友
。
這
馬
純
兄
理
法
有
餘
，
才
氣
不
足
；
所
以
他
的

選
本
也
不
甚
行
。
選
本
總
以
行
為
主
，
若
是
不
行
，
書
店
就
要
賠
本
，

惟
有
小
弟
的
選
本
，
外
國
都
有
的
！
」

（「
彼
も
私
の
親
し
い
友
人
で
す
が
ね
、
あ
の
馬
純
上
さ
ん
は
理
法
が
余

り
あ
る
が
才
気
は
足
ら
ず
、
で
す
よ
。
そ
の
た
め
、
彼
の
選
本
も
大
し

て
広
ま
り
ま
せ
ん
。
選
本
は
結
局
の
と
こ
ろ
広
ま
る
と
い
う
こ
と
が
第

一
で
す
か
ら
、
も
し
広
ま
ら
な
け
れ
ば
、
本
屋
も
元
手
を
割
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
た
だ
私
の
選
本
の
み
が
、
よ
そ
の
地
方
に
も
置
か
れ
る
の
で
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す
よ
！
」）

　

第
十
五
回
の
二
人
の
出
会
い
の
場
面
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
匡
超
人
は
自

分
の
た
め
に
金
や
衣
服
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
馬
二
先
生
の
優
し
さ
に
感
謝

し
、
感
激
し
、
涙
を
流
し
て
い
た
。
超
人
の
感
謝
の
言
葉
を
聞
い
た
馬
二
先

生
も
ま
た
喜
び
、
二
人
は
互
い
に
礼
を
し
、
そ
し
て
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
だ

の
だ
。
そ
の
兄
上
と
な
っ
た
は
ず
の
馬
二
先
生
を
、
匡
超
人
は
単
に
「
好

友
」
と
呼
び
、
兄
と
し
て
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
自
分
を
「
弟
」、
馬
二

先
生
を
「
兄
」
と
称
し
て
い
る
も
の
の
、
発
言
の
内
容
は
完
全
に
馬
二
先

生
を
愚
弄
す
る
も
の
で
あ
る
。「
所
以
他
的
選
本
也
不
甚
行
。」（
そ
の
た
め
、

彼
の
選
本
も
大
し
て
広
ま
り
ま
せ
ん
。）
や
「
惟
有
小
弟
的
選
本
，
外
國
都

有
的
！
」（
た
だ
私
の
選
本
の
み
が
、
よ
そ
の
地
方
に
も
置
か
れ
る
の
で
す

よ
！
）
と
い
う
発
言
は
、
馬
二
先
生
の
評
判
を
低
く
言
う
こ
と
で
、
選
文
家

と
し
て
の
自
分
の
名
声
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
馬
二
先
生
は
匡
超
人
の
こ
と
を
「
賢
弟
」、
自
身
の
こ
と
を
「
愚

兄
」
と
称
し
て
超
人
に
敬
意
を
表
し
て
い
た
が
、
超
人
は
自
分
の
才
能
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
、
形
だ
け
で
も
相
手
を
敬
う
姿
勢
を
見
せ
る
と
い
う
態

度
す
ら
と
っ
て
い
な
い
。
義
兄
で
あ
り
恩
人
で
も
あ
る
馬
二
先
生
を
敬
う
こ

と
な
く
、
彼
自
身
や
彼
の
選
本
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
世
の
中
で
認
め
ら
れ
る
の
は
自
分
が
選
文
し
た
本
だ
け
で
あ
る
と
豪
語

し
て
い
る
の
だ
。

　

超
人
の
発
言
で
興
味
深
い
の
は
、
馬
二
先
生
の
才
能
を
引
合
い
に
出
し
て

自
分
の
才
能
を
他
人
に
語
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
、
単
に
自
分
の
能
力

を
自
慢
す
る
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
他
人
と
比
べ
て
自
分
が
い
か
に
優
れ
て

い
る
か
、
い
か
に
他
人
が
自
分
よ
り
も
劣
っ
た
人
物
で
あ
る
か
を
強
調
し
た

い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
科
挙
の
学
問
に
励
む
き
っ
か
け
を
与
え
て
く

れ
た
馬
二
先
生
を
裏
切
る
行
為
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
潘
三
に
対
し
て
の
裏
切
り
は
、
馬
二
先
生
の
と
き
と
は
異
な
る
意

味
合
い
を
持
つ
。
超
人
は
二
度
に
わ
た
っ
て
潘
三
へ
の
裏
切
り
の
態
度
を
示

す
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
に
は
明
確
な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か

け
こ
そ
が
、
潘
三
の
逮
捕
及
び
投
獄
で
あ
る
。

　

第
二
十
回
の
冒
頭
に
は
、
潘
三
逮
捕
を
知
ら
さ
れ
た
超
人
が
驚
き
慌
て
ふ

た
め
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

話
説
匡
超
人
看
了
款
單
，
登
時
面
如
土
色
，
真
是
「
分
開
兩
扇
頂
門

骨
，
無
數
凉
冰
澆
下
來
」。
口
裏
説
不
出
，
自
心
下
想
道
：「
這
些
事
，

也
有
兩
件
是
我
在
裏
面
的
；
倘
若
審
了
，
根
究
起
來
，
如
何
了
得
！
」

（
匡
超
人
は
犯
行
調
書
を
見
る
と
、
た
ち
ま
ち
顔
面
が
土
気
色
に
な
っ

た
。
本
当
に
、「
二
枚
の
頭
頂
の
骨
が
分
か
れ
て
、
冷
た
い
水
を
た
っ

ぷ
り
と
浴
び
せ
ら
れ
た
」
よ
う
だ
っ
た
。
口
に
は
出
さ
な
か
っ
た
が
、

心
の
中
で
ひ
そ
か
に
考
え
、「
こ
れ
ら
の
事
件
の
う
ち
、
裏
で
自
分
も

関
係
し
て
い
る
件
が
二
つ
も
あ
る
。
仮
に
調
べ
ら
れ
て
、
追
求
さ
れ
た
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ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
！
」）

　

こ
の
犯
行
調
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
犯
行
の
う
ち
、
超
人
が
加
担
し
て
い

た
も
の
は
次
の
三
項
目
で
あ
る注注注。

・ 

短
截
本
縣
印
文
及
私
動
硃
筆
一
案
（
本
県
の
公
文
書
の
偽
造
及
び
硃

籤
の
私
的
作
成
の
件
）

・ 

假
雕
印
信
若
干
顆
（
偽
造
の
官
印
を
思
う
ま
ま
に
使
用
し
た
こ
と
数

件
）

・ 

勾
串
提
學
衙
門
，
買
囑
槍
手
代
考
幾
案
（
学
校
所
属
の
吏
員
と
つ
る

ん
で
替
え
玉
を
雇
い
入
れ
、
代
わ
り
に
受
験
さ
せ
た
こ
と
数
件
）　

　

犯
罪
だ
と
知
り
な
が
ら
も
潘
三
に
協
力
し
て
い
た
匡
超
人
で
あ
っ
た
が
、

調
書
を
目
に
し
た
こ
の
瞬
間
、
二
つ
の
事
実
を
初
め
て
知
っ
た
。
一
つ
は
、

彼
の
予
想
以
上
に
重
大
で
あ
っ
た
悪
事
の
実
態
で
あ
り
、、
も
う
一
つ
は
自

分
も
逃
げ
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
彼
自
身
の
身
の
危
険
性
で
あ

る
。
潘
三
が
逮
捕
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
以
上
、
逮
捕
の
手
が
超
人
に
も
伸
び

る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。「
看
了
款
單
，
登
時
面
如
土
色
，」（
犯
行
調
書

を
見
る
と
、
た
ち
ま
ち
顔
面
が
土
気
色
に
な
っ
た
。）
と
い
う
状
況
な
の
だ

か
ら
、
ま
さ
に
予
想
外
の
出
来
事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

取
り
調
べ
ら
れ
る
危
険
性
が
浮
上
し
た
以
上
、
こ
れ
以
上
杭
州
に
留
ま
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
超
人
は
官
職
に
就
く
べ
く
上
京
し
、
李
給
事
中
の
も

と
に
挨
拶
に
向
か
う
。
妻
の
有
無
を
聞
か
れ
た
匡
超
人
は
、
鄭
氏
と
結
婚
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
事
中
の
前
で
そ
の
こ
と
を
隠
し
て
し
ま
う
。

ま
だ
妻
は
い
な
い
と
告
げ
る
超
人
に
、
李
給
事
中
は
、
彼
を
自
分
が
世
話
を

し
て
い
る
姪
の
婿
に
し
た
い
と
考
え
る
。

匡
超
人
聽
見
這
話
，
嚇
了
一
跳
，
思
量
要
回
他
説
已
經
娶
過
的
，
前
日

却
説
過
不
曾
：
但
要
允
他
，
又
恐
理
上
有
礙
。
又
轉
一
念
道
：「
戲
文

上
説
的
蔡
状
元
招
贅
牛
相
府
，
傳
為
佳
話
，
這
有
何
妨
！
」
即
便
應
允

了
。

（
匡
超
人
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
驚
い
て
し
ま
い
、
も
う
妻
を
も
ら
っ

て
い
る
と
答
え
る
べ
き
か
、
し
か
し
昨
日
ま
だ
で
す
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
、
し
か
し
承
諾
す
べ
き
か
、
そ
れ
は
ま
た
道
理
の
妨
げ
に
な
り

か
ね
な
い
な
ど
と
考
え
た
。
だ
が
、
ま
た
一
転
し
て
考
え
た
。「
芝
居

に
あ
る
蔡
状
元
が
牛
宰
相
宅
に
招
か
れ
た
と
い
う
話
、
あ
れ
は
美
談
と

な
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
妨
げ
に
な
る
も
の
か
！
」

そ
し
て
そ
の
場
で
承
諾
し
た
の
だ
っ
た
。）

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
匡
超
人
が
李
給
事
中
に
対
し
て
す
で
に
妻
が

い
る
こ
と
を
正
直
に
言
わ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
た
と
え
自
分
の
舅
が
巡
撫

院
の
捕
吏
を
や
っ
て
い
る
な
ど
言
え
た
立
場
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
結

婚
に
超
人
自
身
が
満
足
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
堂
々
と
給
事
中
に
そ
の
旨

を
伝
え
て
も
お
か
し
く
は
あ
る
ま
い
。
ま
し
て
や
、
李
給
事
中
と
は
気
心

知
れ
た
仲
な
の
だ
か
ら
、「
妻
が
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
は
「
い
ま
す
」
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と
正
直
に
答
え
れ
ば
よ
い
は
ず
だ
。
虚
偽
の
発
言
を
す
る
こ
と
の
方
が
よ
ほ

ど
不
可
解
で
あ
る
。
超
人
に
は
、『
琵
琶
記
』
の
中
の
美
談
注注
注
を
持
ち
出
し
て
、

「
這
有
何
妨
！
」（
か
ま
う
も
の
か
！
）
と
自
分
の
考
え
を
無
理
に
正
当
化
し

て
ま
で
妻
の
存
在
を
隠
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

舅
が
巡
撫
院
の
捕
吏
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
の
も
確
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
超
人
が
李
給
事
中
か
ら
の
縁
談
話
を

承
諾
し
た
背
景
に
は
、
舅
の
身
分
よ
り
も
、
む
し
ろ
潘
三
の
逮
捕
が
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

鄭
氏
と
の
結
婚
を
取
り
持
っ
た
の
は
潘
三
だ
。
替
え
玉
事
件
の
報
酬
を
匡

超
人
に
渡
し
た
と
き
に
潘
三
が
話
を
持
ち
か
け
、
彼
が
媒
酌
人
と
な
っ
て
世

話
を
し
た
結
婚
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
結
婚
は
、
潘
三
と
匡
超
人
と
の

親
密
さ
を
示
す
一
つ
の
証
明
に
も
な
る
。
潘
三
が
逮
捕
さ
れ
、
い
わ
ば
「
逃

亡
中
」
の
身
と
な
っ
た
今
の
超
人
に
と
っ
て
は
、
極
悪
人
と
し
て
牢
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
潘
三
と
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
他
人
に
知
ら
れ
た
ら
命

取
り
に
な
り
か
ね
な
い
。
匡
超
人
自
身
、
鄭
氏
と
結
婚
し
た
と
い
う
事
実
を

認
め
た
く
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
潘
三
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
超
人
は
も
し
か
し
た
ら
給
事
中
か
ら
の
縁
談
話
を

断
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
辛
氏
と
の
結
婚
も
ま
た
、
鄭
氏
と
の
結

婚
を
取
り
持
っ
た
潘
三
を
結
果
的
に
は
裏
切
っ
た
行
為
と
言
え
る
。
李
給
事

中
の
姪
と
結
婚
し
、
李
給
事
中
と
親
戚
関
係
に
な
る
こ
と
で
、
取
り
調
べ
か

ら
逃
れ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
出
世
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
も
く

ろ
ん
だ
挙
句
の
二
重
結
婚
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
第
二
十
回
で
超
人
は
、
牢
に
い
る
潘
三
に
会
い
に
行
か
な
い
の

か
と
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
今
は
出
世
し
て
昔
の
よ
う
に
学
生
の
身
分
で
は

な
い
の
で
牢
に
行
っ
て
友
人
に
で
も
会
っ
た
ら
「
賞
罰
不
明
」（
賞
罰
が
乱

れ
る
）
と
言
っ
て
、
潘
三
と
の
面
会
を
拒
む注注注。
な
ぜ
友
人
に
会
い
に
行
く
だ

け
の
こ
と
で
賞
罰
が
乱
れ
る
の
か
と
不
思
議
が
る
景
蘭
江
ら
に
向
か
っ
て
、

超
人
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
二
位
先
生
，
這
話
我
不
該
説
，
因
是
知
己
面
前
不
妨
。
潘
三
哥
所
做

的
這
些
事
，
便
是
我
做
地
方
官
，
我
也
是
要
訪
拿
他
的
。
如
今
倒
反
走

進
監
去
看
他
，
難
道
説
朝
廷
處
分
的
他
不
是
？
這
就
不
是
做
臣
子
的
道

理
了
。
況
且
我
在
這
裏
取
結
，
院
裏
、
司
裏
都
知
道
的
，
如
今
設
若
走

一
走
，
傳
的
上
邊
知
道
，
就
是
小
弟
一
生
官
場
之
玷
。
這
個
如
何
行

得
！
…
…
」

（
お
二
人
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
私
が
言
う
べ
き
で
は
な
い
の
で

す
が
、
親
し
い
友
人
の
前
で
す
か
ら
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。
潘
三

さ
ん
が
な
さ
っ
た
あ
れ
ら
の
こ
と
は
、
た
と
え
私
が
地
方
官
で
あ
っ
て

も
、
や
は
り
逮
捕
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
も
し
も
今
私
が
か
え
っ
て

牢
に
出
か
け
て
彼
に
会
お
う
と
し
た
ら
、
ま
さ
か
朝
廷
の
処
分
が
間
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違
っ
て
い
る
と
で
も
言
う
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
そ
れ
は
臣
下
た

る
も
の
の
道
理
で
は
な
い
で
す
よ
。
ま
し
て
や
私
が
保
証
書
を
取
り
に

来
て
い
る
こ
と
は
、
巡
撫
院
や
布
政
司
で
も
み
な
ご
存
知
な
の
で
す
。

今
も
し
も
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
い
っ
て
、
そ
れ
が
上
へ
伝
わ
り
で
も
し

た
ら
、
私
の
一
生
の
官
界
生
活
の
汚
点
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
ど
う
し
て
行
え
ま
し
ょ
う
！･･････

）

　

超
人
の
発
言
を
み
る
と
、
牢
中
の
潘
三
に
面
会
し
に
出
か
け
て
い
く
こ
と

自
体
を
「
小
弟
一
生
官
場
之
玷
」（
私
の
一
生
の
官
界
生
活
の
汚
点
）
と
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
彼
が
汚
点
と
し
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
潘
三
の
悪
事
に
自
分
も
加
担
し
て
い
た
と
い
う
過
去
の
自
分
自

身
の
秘
密
を
も
、
彼
は
汚
点
と
し
て
必
死
に
隠
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
潘
三
哥
所
做
的
這
些
事
，
便
是
我
做
地
方
官
，
我
也
是
要

訪
拿
他
的
。」（
潘
三
さ
ん
が
な
さ
っ
た
あ
れ
ら
の
こ
と
は
、
た
と
え
私
が
地

方
官
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
逮
捕
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。）
と
、
自
分
も
犯

罪
に
加
担
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
行
為
を
棚
に
上
げ
、
そ
の

事
実
を
封
印
し
、
潘
三
の
逮
捕
を
他
人
事
の
よ
う
に
見
て
い
る
。
自
分
だ
け

は
何
と
し
て
も
生
き
残
ろ
う
と
、
超
人
は
必
死
な
の
で
あ
る
。
潘
三
に
面
会

し
よ
う
と
し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
彼
が
逮
捕
さ
れ
た
事
実
に
対
し
て
も

「
我
関
せ
ず
」
と
の
態
度
を
貫
い
て
い
る
。

　

今
や
超
人
は
、
教
習
の
試
験
に
合
格
し
、
県
知
事
へ
の
道
を
確
実
な
も
の

に
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
潘
三
は
今
後
の
自
分
の
人
生
に
傷
を
つ
け
る
邪

魔
者
な
の
で
あ
る
。
馬
二
先
生
に
対
し
て
も
、
自
分
の
能
力
は
す
で
に
馬
二

先
生
を
超
え
た
と
過
信
し
、
彼
を
自
分
よ
り
劣
っ
た
者
と
し
て
超
人
は
位
置

づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
気
の
父
を
献
身
的
に
看
病
し
、
真
面
目
に
商
売

を
し
て
生
活
費
を
稼
ぎ
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
読
書
に
励
ん
だ
か
つ
て
の
孝

行
息
子
の
姿
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に

目
の
前
の
出
世
ば
か
り
を
追
い
求
め
、
自
分
の
能
力
を
誇
示
す
る
こ
と
し
か

出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
匡
超
人
の
姿
は
、
も
は
や
心
あ
る
人
間
と
は
言

え
ず
、
ど
こ
ま
で
も
醜
い
も
の
で
あ
る
。

　

匡
超
人
は
、
科
挙
に
よ
っ
て
大
成
功
を
収
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
数
々

の
悪
事
と
裏
切
り
を
隠
蔽
し
た
、
形
だ
け
の
成
功
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
の

才
能
を
評
価
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
科
挙
と
い
う
手
段
を
用
い

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
様
々
な
悪
事
を
犯
し
、
そ
れ
を

隠
蔽
し
て
で
も
、
科
挙
に
合
格
し
て
高
級
官
僚
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
才
能
あ

る
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
呉
敬
梓
は
、
科
挙
制
度
に

よ
っ
て
縛
ら
れ
て
い
た
時
代
を
う
ま
く
立
ち
回
っ
た
成
功
者
の
醜
悪
さ
を
、

匡
超
人
の
人
生
を
通
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

呉
敬
梓
は
、
匡
超
人
を
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
こ

と
を
示
す
一
つ
の
手
が
か
り
が
、
第
十
五
回
の
最
後
の
く
だ
り
の
言
葉
で
あ

る
。
匡
超
人
の
行
く
末
を
、
語
り
手
は
こ
う
暗
示
し
て
い
た
。

敦
倫
修
行
，
終
受
當
事
之
知
；
實
至
名
歸
，
反
作
終
身
之
玷

（
人
の
道
に
誠
実
に
行
い
を
修
め
て
，
つ
い
に
当
事
者
に
知
ら
れ
る

が
、
実
績
が
上
が
り
名
も
上
が
り
，
か
え
っ
て
終
生
の
傷
と
な
る
）

　
「
終
身
之
玷
」（
終
生
の
傷
）
と
は
、
あ
た
か
も
物
語
の
冒
頭
か
ら
匡
超
人

の
人
生
の
顛
末
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
。
匡
超
人
の
人
生

は
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
の
と
お
り
に
な
っ
た
。

　

自
分
の
能
力
を
自
分
で
認
め
た
い
、
自
分
と
は
何
な
の
か
を
自
分
で
確
か

め
た
い
と
い
う
思
い
や
、
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
喜
び
、
自
慢
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
、「
人
間
の
本
質
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
誰
し

も
が
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
誰
か
に
評
価
さ
れ
た
い
と
思
う
こ
と
は
悪
い
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
匡
超
人
の
場
合
、
彼
は
自
分
の
才
能
を
科
挙
の
場

で
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
た
続
け
た
結
果
、
本
当
に
「
科
挙
」
で
し
か
自
分

の
能
力
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
の
価
値
観
を

持
て
な
く
な
っ
た
人
間
の
成
れ
の
果
て
で
あ
る
。
誰
か
に
才
能
を
評
価
さ
れ

た
い
と
い
う
純
粋
な
思
い
が
、
い
つ
の
ま
に
か
足
を
踏
み
は
ず
し
、
科
挙
制

度
の
中
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
超
人
は
、
そ
う
し
た
思
い
を
自
分
の
心
の
中
で
留
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
自
分
の
能
力
を
他
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
見
せ
つ
け
て
や

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
に
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
才
能
が

あ
る
の
だ
か
ら
、
他
の
人
の
手
助
け
や
援
助
は
も
う
要
ら
な
い
、
も
う
誰
も

必
要
で
な
い
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
が
、
恩
人
を
裏
切
る
と
い
う

行
為
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
科
挙
受
験
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た

馬
二
先
生
、
杭
州
に
戻
る
よ
う
助
言
し
て
く
れ
た
潘
老
人
、
杭
州
で
生
活
の

面
倒
を
見
て
く
れ
た
─
そ
し
て
悪
事
に
誘
い
こ
ん
だ
─
潘
三
。
彼
ら
を

筆
頭
に
、
多
く
の
人
々
と
か
か
わ
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
匡
超
人
は
、
最
終

的
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て
あ
ま
り
に
も
情
け
な
い
変
貌
を
遂
げ
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
に
は
、
自
分
の
能
力
を
過
信
し
す
ぎ
、
そ
れ
を
他
人
に
も
認
め
さ

せ
よ
う
と
し
た
が
た
め
に
、
人
間
性
に
欠
け
た
存
在
へ
と
化
し
て
し
ま
っ
た

一
人
の
青
年
の
醜
い
エ
ゴ
が
あ
っ
た
。
科
挙
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
地
位
や
名

声
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
理
性
を
保
つ
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
青
年
の
心
の
弱
さ
、
ひ
い
て
は
、
科
挙
に
よ
っ
て
人
間
の
本
質

が
ゆ
が
ん
で
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
れ
を
匡
超
人
の
人
生
の
な
か
に
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
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注
注
１ 

『
儒
林
外
史
』
の
回
数
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
須
藤
洋
一
氏
の
『
儒
林
外
史

論
─
権
力
の
肖
像
、
ま
た
は
一
八
世
紀
中
国
の
パ
ロ
デ
ィ
─
』
内
の
注
、
序

章
（
２
）
に
よ
れ
ば
、
五
十
回
本
、
五
十
六
回
本
、
五
十
五
回
本
、
六
十
回
本

が
存
在
す
る
。
本
論
文
で
は
五
十
六
回
本
の
、
呉
敬
梓 

著　

李
漢
秋 

輯
校 

『
儒

林
外
史
』
彙
校
彙
評
本　

上
海
古
籍
出
版
社
（
一
九
九
九
年
八
月
第
一
版　

一
九
九
九
年
八
月
第
一
次
印
刷
）
を
主
に
使
用
し
た
。

注
２ 

地
方
試
験
に
合
格
し
て
本
試
験
の
受
験
資
格
を
得
た
者
。

注
３ 

大
漢
和
辞
典
一
巻
九
五
三
頁
、
廣
漢
和
辞
典
上
巻
二
五
五
頁
よ
り
引
用
。

注
４ 

注
3
に
同
じ
。

注
５ 

選
文
と
は
、
科
挙
の
模
範
解
答
例
の
こ
と
で
、
八
股
文
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

選
文
を
集
め
た
本
を
選
本
と
い
う
。

注
６ 

馬
二
先
生
に
「
も
っ
と
学
問
に
精
を
出
し
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
故
郷
の
父
親

の
世
話
を
し
た
い
の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
匡
超
人
は
、「
先
生
，
我
現
今
衣
食
缺

少
，
還
拿
甚
麼
本
錢
想
讀
書
上
進
？
這
是
不
能
的
了
。」（
先
生
、
私
は
今
衣
食
に

も
事
欠
く
よ
う
な
状
況
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
の
よ
う
な
資
金
を
持
っ
て
勉

強
し
続
け
る
の
で
す
か
？
そ
れ
は
出
来
な
い
こ
と
で
す
。）
と
答
え
て
い
る
。

注
７ 

匡
超
人
道
：「
我
祇
有
杭
州
熟
，
却
不
曾
有
甚
相
與
的
。」
潘
保
正
道
：「
你
要
往

杭
州
，
我
寫
一
個
字
與
你
帶
去
。
我
有
個
房
分
兄
弟
，
行
三
，
人
都
叫
他
潘
三

爺
，
現
在
布
政
司
裏
充
吏
，
家
裏
就
在
司
門
前
山
上
住
。
你
去
尋
着
了
他
，
凡

事
叫
他
照
應
。
他
是
個
極
慷
慨
的
人
，
不
得
錯
的
。」
匡
超
人
道
：「
既
是
如
此
，

費
老
爹
的
心
寫
下
書
子
，
我
今
晩
就
走
才
好
。」

 

（
匡
超
人
は
言
っ
た
。「
な
じ
み
な
の
は
杭
州
ぐ
ら
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
そ

ん
な
に
深
い
付
き
合
い
の
人
は
い
な
い
で
す
。」
潘
老
人
は
言
っ
た
。「
杭
州
へ

行
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
が
手
紙
を
書
く
か
ら
持
っ
て
行
き
な
さ
い
。
私
に

は
従
弟
が
い
る
が
、
排
行
の
三
番
目
で
、
み
な
は
潘
三
旦
那
と
呼
ん
で
い
る
。

今
、
布
政
司
で
小
役
人
を
や
っ
て
い
て
、
住
い
は
役
所
の
門
前
の
丘
に
あ
る
。

お
ま
え
さ
ん
行
っ
て
彼
を
尋
ね
て
ご
ら
ん
、
そ
し
て
す
べ
て
彼
に
世
話
し
て
も

ら
い
な
さ
い
。
な
か
な
か
気
概
の
あ
る
人
物
だ
か
ら
、
間
違
い
は
な
い
は
ず

だ
。」
匡
超
人
は
言
っ
た
。「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
お
じ
さ
ん
に
ご
面
倒

を
い
た
だ
き
、
お
手
紙
を
書
い
て
も
ら
っ
て
、
私
は
今
晩
に
で
も
出
発
い
た
し

ま
し
ょ
う
。」）

注
８ 

又
過
了
幾
時
，
給
諫
問
匡
超
人
可
曾
婚
娶
。
匡
超
人
暗
想
，
老
師
是
位
大
人
，

在
他
面
前
説
出
丈
人
是
撫
院
的
差
，
恐
惹
他
看
輕
了
笑
，
祇
得
答
道
：「
還
不

曾
。」

 

（
ま
た
幾
日
か
過
ぎ
て
、
給
事
中
は
匡
超
人
に
も
う
妻
は
も
ら
っ
た
の
か
と
尋
ね

た
。
匡
超
人
は
ひ
そ
か
に
考
え
、
先
生
は
高
官
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
こ
の
お
方

の
面
前
で
、
舅
が
巡
撫
院
の
捕
吏
で
あ
る
な
ど
と
言
っ
た
ら
、
恐
ら
く
先
生
は

私
を
軽
く
見
ら
れ
お
笑
い
に
な
る
だ
ろ
う
、
そ
こ
で
答
え
る
し
か
な
か
っ
た
。

「
ま
だ
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。」）

注
９ 

文
字
占
い
と
は
、
文
字
を
部
首
ご
と
に
分
解
し
、
そ
の
画
数
な
ど
で
吉
凶
を
み

る
占
い
の
こ
と
。
拆
字
。

注
10 
排
行
と
は
、
兄
弟
の
長
幼
の
順
序
の
こ
と
を
言
う
。
父
方
の
従
兄
弟
の
こ
と
を

含
め
て
言
う
こ
と
も
あ
る
。

注
11 

假
雕
印
信
若
干
顆
（
偽
造
の
官
印
を
思
う
ま
ま
に
使
用
し
た
こ
と
数
件
）
に
関
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し
て
は
、
超
人
が
直
接
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
潘
三
が
乾
豆
腐
で

作
っ
た
偽
の
官
印
を
使
用
し
た
と
き
に
、
そ
の
場
に
同
席
し
て
い
た
。
犯
罪
行

為
を
傍
観
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
12 

『
琵
琶
記
』
は
明
代
に
書
か
れ
た
戯
曲
で
あ
る
。
蔡
邕
は
妻
と
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
た
の
だ
が
、
試
験
の
た
め
に
上
京
し
、
そ
の
後
連
絡
が
つ
か
な
い
。
妻
は
舅
・

姑
の
死
後
、
琵
琶
を
片
手
に
上
京
し
、
夫
を
探
す
。
一
方
、
状
元
に
合
格
し
た

蔡
邕
は
、
宰
相
で
あ
る
牛
僧
孺
の
女
婿
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
辛
い
日
々
を

送
っ
て
い
た
。
故
郷
に
妻
を
残
し
て
き
た
こ
と
を
新
妻
に
告
げ
る
が
、
あ
る
日
、

蔡
邕
の
家
を
捜
し
歩
い
て
い
た
故
郷
の
妻
と
再
会
す
る
。
そ
の
後
蔡
邕
た
ち
は

一
夫
二
妻
で
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

注
13 

匡
超
人
道
：「･･････

可
惜
而
今
受
了
累
。
本
該
竟
到
監
裏
去
看
他
一
看
，
祇
是

小
弟
而
今
比
不
得
做
諸
生
的
時
候
，
既
替
朝
廷
辦
事
，
就
要
照
依
着
朝
廷
的
賞

罰
，
若
到
這
樣
地
方
去
看
人
，
便
是
賞
罰
不
明
了
。」

 

（
匡
超
人
は
言
っ
た
。「･･････

今
（
犯
罪
の
）
か
か
わ
り
合
い
に
な
る
と
は
惜

し
い
こ
と
で
す
。
本
来
な
ら
ば
牢
に
行
っ
て
彼
に
お
会
い
す
る
べ
き
な
の
で
す

が
、
私
は
今
か
つ
て
の
学
生
の
頃
の
よ
う
に
行
動
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
す
。
朝
廷
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
朝
廷
の
賞
罰
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
の
よ
う
な
場
所
に
行
っ
て
人
に
会
っ
た
ら
、
賞
罰

が
乱
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。」）
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